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〈
大
会
発
表
〉

◆
佐
藤
保　

入
澤
達
吉
博
士
と
『
雲
荘
詩

存
』―

近
代
日
本
知
識
人
と
漢
詩 ―

　

医
学

博
士
入
澤
達
吉
（
一
八
六
五―

一
九
二
八
）
は
、

日
本
の
近
代
医
学
開
拓
者
の
一
人
で
あ
る
。
彼

は
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
内
科
の
医
局
長
、
同

大
学
医
学
部
附
属
医
院
長
、
医
学
部
長
、
大
正

天
皇
侍
医
頭
な
ど
を
歴
任
し
た
。

　

そ
の
生
涯
は
、
慶
應
元
年
（
一
八
六
五
）
正

月
五
日
、
新
潟
県
南
蒲
原
郡
今
町
永
閑
寺
門

前
（
現
在
は
長
岡
市
中
之
島
町
）
の
寓
居
に

生
ま
れ
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
数
え
の

十
歳
の
と
き
蘭
医
の
父
恭
平
が
急
逝
、
九
年

（
一
八
七
六
）
に
は
母
と
と
も
に
叔
父
の
池
田

謙
齋
（
父
の
弟
）
を
頼
っ
て
上
京
、
翌
十
年
東

京
帝
国
大
学
医
学
部
の
予
科
募
集
試
験
に
合
格

し
、
こ
こ
か
ら
彼
の
医
師
生
活
が
始
ま
る
。

当
時
の
医
学
部
総
理
は
叔
父
の
池
田
謙
齋
、

外
科
は
シ
ュ
ル
ツ
、
内
科
は
ベ
ル
ツ
が
教
え
て

い
た
。
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
医
学
部
卒
業

後
、
ベ
ル
ツ
の
無
給
助
手
、
ド
イ
ツ
留
学
を
経

て
、
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
ベ
ル
ツ
の
退
職

後
、
入
澤
内
科
を
設
立
、
日
本
内
科
学
会
を
た

ち
あ
げ
た
。
彼
は
大
学
教
授
在
任
中
に
清
国
高

官
の
依
頼
で
そ
の
息
子
の
診
療
の
た
め
に
南
京

ま
で
行
っ
た
り
、
ま
た
外
務
省
の
嘱
託
に
よ
り

中
国
各
地
の
視
察
を
し
た
り
し
て
、
中
国
と
の

関
係
を
深
め
た
。

　

入
澤
は
上
京
直
後
に
下
谷
の
日
尾
竹
陰
（
直

子
）
の
塾
に
入
っ
て
漢
詩
を
学
び
、
つ
い
で
馬

杉
雲
外
の
塾
に
通
い
、
医
学
の
勉
強
の
か
た
わ

ら
作
詩
を
続
け
た
。
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）

中
国
・
上
海
で
刊
行
さ
れ
た
彼
の
漢
詩
集
『
雲

荘
詩
存
』
に
は
二
五
〇
余
首
の
作
品
を
収
め

る
。
そ
の
中
に
は
ド
イ
ツ
留
学
中
の
見
聞
を
詠

じ
た
詩
篇
や
日
清
戦
争
・
日
露
戦
争
な
ど
の
時

局
を
写
す
作
品
な
ど
、
興
味
深
い
作
品
が
少
な

く
な
い
。
ま
た
、
入
澤
は
東
京
帝
国
大
学
を
定

年
退
官
す
る
際
に
、
広
く
友
人
た
ち
に
自
作
の

「
秋
懐
詩
」
三
首
へ
の
唱
和
（
次
韻
）
を
求
め

て
編
纂
し
た
『
秋
懐
唱
和
集
』
が
あ
る
。
昭
和

二
年
（
一
九
二
七
）
に
刊
行
さ
れ
た
同
書
に
は

医
師
仲
間
か
ら
の
唱
和
が
多
く
、
漢
詩
が
当
時

の
知
識
人
の
教
養
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

〈
例
会
発
表
要
旨
〉

◆
鈴
木
基
子　

張
愛
玲
研
究
の
現
在―

渡
米

後
を
中
心
に―

　

張
愛
玲
に
つ
い
て
研
究
し
た

こ
れ
ま
で
の
九
本
の
拙
文
を
概
観
し
、
中
で
も

書
簡
か
ら
み
た
米
国
で
の
生
活
実
態
に
つ
い
て

の
分
析
を
中
心
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
修
正

点
と
今
後
の
研
究
の
方
向
を
示
し
た
。

先
行
研
究
を
簡
単
に
整
理
し
た
上
で
、
主
と

し
て
、
渡
米
後
の
書
簡
か
ら
考
察
し
た
米
国
で

の
生
活
実
態
に
つ
い
て
、
渡
米
理
由
、
居
住
地

と
仕
事
、
健
康
状
態
、
米
国
各
地
の
居
住
地
の

写
真
、
英
文
著
作
の
挫
折
と
出
版
に
難
儀
し
た

作
品
、
寡
作
説
と
隠
遁
説
の
否
定
、
張
愛
玲
の

性
格
に
つ
い
て
述
べ
た
。

張
愛
玲
の
米
国
で
の
生
き
方
を
通
し
て
、
多

言
語
多
文
化
社
会
で
一
移
民
と
し
て
共
生
を
図

る
努
力
を
し
て
い
た
こ
と
、
決
し
て
寡
作
で
は

な
く
「
自
分
で
選
ん
だ
孤
独
」
の
中
で
生
き
抜

い
た
こ
と
、
健
康
状
態
が
非
常
に
優
れ
な
か
っ

た
こ
と
、
信
頼
で
き
る
極
少
数
の
友
人
と
文
通

で
連
絡
を
取
っ
て
い
た
こ
と
、
隠
遁
・
隠
居
生

活
で
は
な
く
て
、
ひ
た
す
ら
精
力
的
に
執
筆
活

動
に
没
頭
し
て
人
生
を
全
う
し
た
こ
と
な
ど
従

来
の
イ
メ
ー
ジ
と
異
な
る
作
家
像
を
示
し
た
。



七
〇

お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報　

第
三
十
三
号

◆
西
野
由
希
子　

也
斯
の
香
港―

『
後
植
民

食
物
與
愛
情
』
を
読
む　

香
港
の
詩
人
・
作
家
、

也
斯
は
、
創
作
の
初
期
か
ら
「
食
」
を
テ
ー
マ

に
多
く
の
作
品
を
書
い
た
が
、
そ
の
集
大
成
と

言
え
る
の
が
、
小
説
集
『
後
殖
民
食
物
與
愛
情
』

で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
に
出
版
さ
れ
た
単
行
本

に
は
、
九
八
年
か
ら
〇
八
年
ま
で
に
書
か
れ
た

十
二
編
が
収
め
ら
れ
、
文
学
賞
な
ど
を
受
賞
し

た
。
そ
の
後
、
作
者
は
作
品
の
入
れ
替
え
や
加

筆
修
正
を
行
い
、
二
〇
一
二
年
に
「
修
訂
版
」

を
刊
行
し
て
い
る
。
こ
の
小
説
集
を
中
心
に
、

「
現
在
」
の
視
点
か
ら
「
香
港
」
を
描
こ
う
と

し
て
改
訂
を
続
け
た
也
斯
の
創
作
の
態
度
に
つ

い
て
発
表
し
た
。

　

也
斯
の
関
心
は
「
文
化
の
越
境
」
か
ら
「
対

話
」
へ
と
深
化
し
て
い
き
、
作
品
に
個
人
の
「
思

い
」
や
「
思
い
出
」
を
よ
り
強
く
書
き
込
む
よ

う
に
変
化
し
た
と
考
え
る
。
本
小
説
集
で
も
、

実
在
の
飲
食
店
、
そ
こ
で
食
べ
る
料
理
、
流
行
、

事
件
、
風
潮
な
ど
、
返
還
前
後
の
実
際
の
香
港

が
具
体
的
か
つ
詳
細
に
記
録
・
記
載
さ
れ
る
と

と
も
に
、
也
斯
本
人
の
体
験
や
感
情
が
、
登
場

人
物
た
ち
の
「
個
人
の
物
語
」
と
し
て
描
か
れ

る
と
こ
ろ
に
本
作
の
構
造
の
特
徴
が
あ
る
。

◆
鄭
月
超　

「
詠
懐
」
と
「
言
志
」―

な
ぜ

阮
籍
詩
群
が
「
詠
懐
」
と
呼
ば
れ
た
の
か　

文

献
資
料
上
に
お
い
て
、
阮
籍
詩
と
「
詠
懐
」
が

結
び
つ
く
の
は
、
お
お
よ
そ
梁
（
江
淹
）
の
時

代
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
、『
芸
文
類
聚
』
な
ど

で
は
、
阮
籍
「
詠
懐
詩
」
を
「
言
志
」
の
部
に

収
め
、
阮
籍
詩
は
「
詠
懐
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
あ
り
な
が
ら
、「
言
志
」
に
準
ず
る
も
の
、

あ
る
い
は
、
同
じ
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き

た
。「
詠
懐
」
と
「
言
志
」
の
本
旨
は
「
表
出
」

と
い
う
点
に
お
い
て
重
な
り
、
大
き
く
捉
え
れ

ば
、
両
者
は
同
じ
枠
組
み
内
に
あ
る
表
現
で
あ

る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
阮
籍
詩
と
「
詠
懐
」

が
結
び
つ
い
た
梁
代
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
多

様
に
展
開
す
る
文
学
作
品
の
中
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
作
品
、
詩
人
の
個
性
、
特
徴
を
捉
え

よ
う
と
す
る
と
き
、「
言
志
」
は
よ
り
狭
義
の
、

隠
遁
の
「
志
」
が
ま
ず
意
識
さ
れ
て
い
た
。
一

方
、「
詠
懐
」
は
個
人
の
胸
の
う
ち
を
言
葉
に

置
き
換
え
る
行
為
が
ま
ず
意
識
さ
れ
た
表
現
で

あ
る
。
同
じ
「
表
出
」
を
言
い
表
す
文
学
表
現

で
も
、
難
解
で
晦
渋
と
し
て
知
ら
れ
る
阮
籍
詩

は
「
言
志
」
で
は
な
く
、「
詠
懐
」
に
よ
っ
て

名
づ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

◆
大
戸
温
子　

『
日
本
閨
媛
吟
藻
』
の
研
究

　

『
日
本
閨
媛
吟
藻
』
は
明
治
十
三
年
に
刊
行

さ
れ
た
女
性
漢
詩
選
集
で
あ
る
。
幕
末
か
ら
明

治
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
五
十
四
名
の
女
性

詩
人
に
よ
る
漢
詩
を
集
め
て
い
る
。
清
末
の
学

者
兪
樾
は
『
東
瀛
詩
選
』
の
中
で
、
当
時
日
本

の
女
性
は
和
歌
を
作
る
者
は
あ
る
が
、
漢
詩
を

作
る
者
は
少
な
い
こ
と
、
ま
た
発
表
さ
れ
て
い

る
作
品
の
数
が
少
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の

よ
う
な
状
況
の
中
で
『
日
本
閨
媛
吟
藻
』
は
女

性
詩
人
の
作
品
を
多
く
集
め
た
詩
集
と
し
て
貴

重
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
か

し
『
日
本
閨
媛
吟
藻
』
に
つ
い
て
の
研
究
は
、

日
本
に
お
い
て
管
見
の
限
り
極
め
て
少
な
い
。

今
回
の
発
表
で
は
、『
日
本
閨
媛
吟
藻
』
の
書

誌
情
報
に
つ
い
て
、
編
者
水
上
珍
亮
に
つ
い

て
、
収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
の
作
者
に
つ
い
て

の
報
告
と
、『
日
本
閨
媛
吟
藻
』
の
存
在
意
義

に
つ
い
て
、
私
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
更
に
、『
日
本
閨
媛
吟
藻
』
に
集

め
ら
れ
た
女
性
詩
人
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

活
動
の
様
子
を
追
い
な
が
ら
、
男
性
の
分
野
で

あ
っ
た
漢
詩
の
世
界
に
女
性
が
入
り
活
躍
し
て

行
く
様
子
を
見
て
い
き
た
い
。
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◆
阿
部
沙
織　

一
九
五
〇
年
代
の
凌
叔
華

　

一
九
二
〇―

三
〇
年
代
の
活
躍
が
主
に
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
凌
叔
華
の
、
渡

英
後
一
九
五
〇
年
代
の
文
学
活
動
に
注
目

し
、
そ
の
創
作
動
機
や
環
境
な
ど
を
探
っ
た
。

五
三
年
に
発
表
し
た
自
伝
的
小
説
『A

n
cien

t 

M
elodies

（
古
韻
）』
の
発
表
に
至
る
ま
で
に

は
、
か
ね
て
よ
り
親
交
の
あ
っ
た
英
国
の
文
化

サ
ロ
ン
、
ブ
ル
ー
ム
ズ
ベ
リ
ー
・
グ
ル
ー
プ
の

多
大
な
る
助
力
が
あ
っ
た
。
発
表
で
は
未
発

表
書
簡
の
中
で
凌
叔
華
が
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

ニ
ュ
ー
ナ
ム
カ
レ
ッ
ジ
で
聴
講
す
る
意
思
を
示

し
て
い
た
事
実
な
ど
も
提
示
し
な
が
ら
、
作

家
が
渡
英
当
時
、
積
極
的
に
ブ
ル
ー
ム
ズ
ベ

リ
ー
・
グ
ル
ー
プ
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、
新
た
な
環

境
で
文
学
者
と
し
て
の
位
置
を
確
立
し
よ
う
と

試
み
た
過
程
を
辿
っ
た
。『
古
韻
』
は
ヴ
ァ
ー

ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
の
「
思
う
が
ま
ま
書
く
よ
う

に
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
見
世
物
で
は
な

い
本
当
の
中
国
を
描
き
た
い
と
い
う
作
家
自
身

の
決
意
か
ら
生
ま
れ
た
。
し
か
し
凌
叔
華
は
そ

の
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
英
国
の
読
者
の
期
待
に

沿
う
「
中
国
像
」
を
提
示
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と

い
う
ジ
レ
ン
マ
に
も
陥
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

指
摘
し
た
。

◆
田
禾　

句
末
副
词
『
还
／
都
』
的
语
义
功

能　

本
文
讨
论
了
在
句
子
末
尾
出
现
的
副
词

『
还
』
和
『
都
』
的
语
义
变
化
，
尝
试
解
释
了

二
者
可
以
在
句
尾
出
现
的
条
件
及
动
因
。

沿
用
陆
俭
明
先
生
提
出
的
易
位
概
念
，
指
出

『
还
』
发
生
易
位
的
最
根
本
的
条
件
是
带
有
主

观
色
彩
的
语
义
。
原
来
单
纯
表
示
客
观
语
义
的

要
添
加
其
他
小
句
，
以
便
使
『
还
』
能
发
挥
元

语
增
量
的
用
法
。『
还
』
的
易
位
句
主
要
集
中

在
表
『
仍
然
／
持
续
』
的
义
项
。
句
尾
的
『
还
』，

跟
『
呢
』
共
同
起
作
用
，
用
眼
前
的
事
实
来

提
醒
谈
话
对
方
尚
未
具
备
所
预
期
的
条
件(

如

『
老
师
没
来
呢
还
』
／
『
我
在
加
班
呢
还
』)

，

从
而
表
达
一
种
拒
绝
、
辩
解
，
这
是
『
还
』
发

生
易
位
现
象
的
最
主
要
的
用
法
。
之
后
对
于

『
都
』
的
易
位
现
象
分
析
指
出
，
易
位
发
生
最

多
见
的
是
已
经
义
的
『
都
』。
结
论
是
这
两
个

副
词
各
自
最
容
易
发
生
易
位
现
象
的
都
是
运
用

反
预
期
效
果
而
表
达
意
料
之
外
的
义
项
。
不
同

的
是
，『
还
』
说
的
是
尚
未
实
现
的
事
实
，『
都
』

描
述
的
是
已
经
实
现
的
事
实
。

◆
鄭
文
琪　

表
可
能
的
情
态
动
词
〝
会
〞
指

向
将
来
时
的
用
法
考
察　

许
多
语
言
学
者
认
为

汉
语
是
不
具
时
制
的
语
言
，
汉
语
里
表
达
〝
时
〞

的
概
念
任
务
由
〝
体
〞
和
〝
情
态
〞
来
承
担
。

例
如
：
（
１
）
这
条
快
死
了
。（
２
）
这
条

鱼
会
死
。
上
述
二
句
皆
表
示
将
来
可
能
发
生

的
事
件
。
例
（
１
）
句
中
的
副
词
〝
快
〞
和

体
助
词
〝
了
〞
用
来
描
述
即
将
发
生
的
事
件
。

例
（
２
）
句
中
的
认
识
情
态
动
词
〝
会
〞
则

是
说
话
者
对
事
件
可
能
发
生
的
判
断
。
根
据
王

（2007

），〝
会
〞
的
基
本
语
义
特
征
是
非
现
实

性
，
由
于
将
来
时
具
有
不
确
定
性
，
因
此
当
事

件
发
生
在
未
来
时
，〝
会
〞
的
使
用
是
无
条
件

的
。
反
之
，
笔
者
也
注
意
到
在
表
将
来
时
的
句

子
里
，
有
些
时
候
〝
会
〞
是
不
可
省
略
的
。
本

发
表
将
透
过
例
句
考
察
，
分
析
和
〝
会
〞
同
现

的
谓
语
，
以
阐
明
〝
会
〞
指
向
将
来
时
的
用
法
。

◆
新
沼
雅
代　

横
浜
国
立
大
学
に
お
け
る
中

国
語
履
修
者
の
学
習
方
略
観
と
習
得
観

―

学
生
が
考
え
る
「
中
国
語
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
に
は
」「
中
国
語
が
で
き
る
」
と
は―

　

学
生
は
、
ど
う
勉
強
す
れ
ば
中
国
語
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
考
え
、
ま
た
中
国
語
が
で
き

る
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
捉

え
て
い
る
の
か
。
調
査
に
よ
る
と
、
中
国
語
が

で
き
る
と
は
中
国
語
が
話
せ
る
こ
と
で
、
具
体
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お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報　

第
三
十
三
号

的
に
は
中
国
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
意

思
疎
通
が
で
き
、
日
常
会
話
が
で
き
る
レ
ベ
ル

だ
と
学
生
は
考
え
て
い
る
。

国
語
に
お
い
て
内
発
的
価
値
と
自
己
効
力

感
、
学
習
方
略
は
正
の
相
関
が
あ
る
（
伊
藤

1996

）。
中
国
語
を
履
修
す
る
学
生
は
、
自
分

の
用
い
る
学
習
方
略
が
効
果
的
か
ど
う
か
を
授

業
で
検
証
す
る
機
会
が
な
い
。
教
員
は
、
学
習

方
略
自
体
の
指
導
や
学
習
方
略
を
高
め
た
り
修

正
し
た
り
す
る
介
入
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
学
習
方
略
と
課
題
等
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
努

力
が
結
果
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し
、
自
己
効
力

感
を
高
め
さ
せ
る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
、
各
レ
ベ
ル
の
ク
ラ
ス
に
お
い
て
、「
話

せ
る
」
こ
と
を
到
達
目
標
と
し
、
か
つ
自
己
効

力
感
を
高
め
る
課
題
や
授
業
内
活
動
を
実
践

し
て
、
中
国
語
学
習
に
お
け
る
学
習
方
略
と
自

己
効
力
感
、
内
発
的
価
値
の
相
関
を
検
証
し
た

い
。

〈
修
士
論
文
要
旨
〉

◆
趙
亜
男　

唐
代
の
茶
詩
に
お
け
る
茶
会
と

茶
宴
の
比
較
研
究　

二
十
世
紀
八
十
年
代
以

来
、
中
国
の
喫
茶
文
化
の
研
究
の
進
展
に
伴

い
、
喫
茶
文
化
の
場
で
あ
る
茶
会
と
茶
宴
が
、

研
究
者
の
注
目
を
集
め
始
め
た
。
そ
し
て
、
今

ま
で
の
研
究
成
果
に
お
い
て
、
茶
会
と
茶
宴
は

同
視
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
盛·

中
唐
の
茶

詩
を
通
し
て
見
る
と
、
茶
会
と
茶
宴
が
違
う
も

の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
が
よ
く
分
か
る
。

本
論
文
で
は
、
喫
茶
文
化
の
隆
盛
に
拍
車
を
か

け
た
唐
代
に
お
け
る
喫
茶
文
化
の
場
で
あ
る
茶

会
と
茶
宴
に
関
す
る
茶
詩
の
分
析
を
通
し
て
、

茶
会
と
茶
宴
の
有
り
方
を
再
現
し
、
区
分
意
識

を
持
ち
な
が
ら
両
者
の
比
較
研
究
を
行
っ
て
き

た
。
分
析
の
結
果
、
共
通
点
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
創
作
時
期
は
そ
れ
ぞ
れ
盛
唐
と
中
唐

に
集
中
し
、
開
催
場
所
は
北
方
の
寺
院
と
江
南

の
私
邸
に
分
布
し
、
ま
た
、
参
会
者
に
お
い
て

僧
侶
と
文
人
の
間
に
主
客
関
係
の
転
化
が
見
ら

れ
、
機
能
と
内
容
に
お
い
て
は
多
様
に
な
る
こ

と
か
ら
、
唐
代
に
お
い
て
茶
会
と
茶
宴
と
い
う

二
つ
の
茶
会
合
形
式
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
た
。
以
上
の
分
析
よ
り
、
喫
茶
文
化

が
盛·

中
唐
に
か
け
て
寺
院
か
ら
文
人
社
会
や

宮
廷
に
ま
で
広
ま
っ
た
と
い
う
発
展
経
緯
を
明

ら
か
に
し
た
。

〈
近
況
報
告
〉

◆
栗
山
千
香
子　

史
鉄
生
の
作
品
を
翻
訳
中

　

昨
年
秋
、
史
鉄
生
の
随
筆
集
『
記
憶
と
印
象
』

を
翻
訳
出
版
し
ま
し
た
（
平
凡
社
、
二
〇
一
三

年
九
月
刊
）。
こ
こ
に
は
、
一
九
五
〇
年
代
か

ら
一
九
七
〇
年
代
、
恐
れ
や
哀
し
み
や
願
い
を

抱
え
な
が
ら
生
き
た
北
京
の
胡
同
の
人
々
、
あ

る
い
は
文
革
後
、
生
き
る
た
め
に
思
索
し
書
き

続
け
た
作
者
の
姿
が
、
深
い
精
神
性
と
静
か
な

抒
情
を
湛
え
た
文
章
で
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
原

書
は
二
〇
〇
四
年
の
刊
行
。
史
鉄
生
の
作
品
は

日
本
で
も
一
九
八
七
年
に
徳
間
書
店
か
ら
短
編

小
説
集
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、「
わ
が
遥
か
な

る
清
平
湾
」「
お
婆
さ
ん
の
星
」
な
ど
初
期
の

も
の
は
比
較
的
広
く
読
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
後
の
作
品
を
知
る
人
は
多
く
な
い
で
し
ょ

う
。
し
か
し
史
鉄
生
は
、
両
脚
の
麻
痺
と
透
析

治
療
と
い
う
制
約
の
あ
る
生
活
と
限
ら
れ
た
執

筆
時
間
の
中
で
、
思
考
を
研
ぎ
澄
ま
し
文
章
を

錬
成
し
書
く
ほ
ど
に
成
長
し
た
作
家
で
す
か

ら
、
そ
の
成
熟
期
の
作
品
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
を
残
念
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
ら
の
作
品
、
こ
と
に
『
記
憶
と
印
象
』
と
長

編
小
説
『
務
虚
筆
記
』
を
翻
訳
し
日
本
の
読
者

に
紹
介
し
た
い
と
長
年
願
っ
て
き
ま
し
た
の

で
、
念
願
の
一
つ
が
か
な
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
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交　
　

流

す
。『
務
虚
筆
記
』
も
形
に
で
き
る
よ
う
、
ま

た
少
し
ず
つ
歩
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

六
年
前
か
ら
、
中
国
現
代
文
学
と
翻
訳
を
愛

す
る
十
数
名
の
同
人
た
ち
と
翻
訳
誌
『
中
国
現

代
文
学
』（
ひ
つ
じ
書
房
）
を
刊
行
し
て
い
ま

す
。
ご
興
味
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

◆
小
島
久
代　

沈
従
文
著　

小
島
久
代
訳

『
辺
境
か
ら
訪
れ
る
愛
の
物
語
』
に
つ
い
て　

表
題
書
が
勉
誠
出
版
か
ら
二
〇
一
三
年
一
一
月

二
九
日
よ
う
や
く
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
本
書
に

収
め
た
の
は
「
虹
」、「
月
下
小
景
」、「
女
人
」、

「
扇
陀
」、「
愛
欲
」、「
街
」、「
静
寂
」、「
夫
」、

「
辺
境
の
町
」
の
九
篇
で
す
。「
辺
城
」、「
月
下

小
景
」、「
夫
」
の
三
篇
に
つ
い
て
は
松
枝
茂
夫

訳
の
改
訳
を
試
み
ま
し
た
。
そ
の
他
六
篇
は
本

邦
初
訳
で
す
。
筆
者
が
ゼ
ミ
で
「
辺
城
」
の
講

読
を
始
め
た
の
は
二
〇
〇
五
年
頃
で
二
〇
〇
八

年
に
は
荒
訳
を
仕
上
げ
、
続
い
て
「
月
下
小
景
」

の
四
篇
の
訳
も
終
え
て
は
い
ま
し
た
が
、
実
際

に
新
訳
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、
沈
従
文
の
ご
長
男
龍
朱
氏
か
ら
思
い
が
け

ず
二
〇
一
一
年
四
月
卓
雅
撮
影
選
編
「
沈
従
文

的
湘
西
世
界
」
シ
リ
ー
ズ
『
辺
城
』、『
新
与
旧
』、

『
従
文
自
伝
』、『
長
河
』（
岳
麓
書
社
二
〇
一
〇

年
）
の
四
冊
を
贈
ら
れ
た
こ
と
で
し
た
。
沈
従

文
作
品
で
描
か
れ
た
湘
西
を
写
真
で
残
し
て
お

き
た
い
と
い
う
卓
雅
女
史
の
情
熱
に
触
発
さ

れ
、
龍
朱
氏
に
お
礼
の
メ
ー
ル
を
打
つ
と
同
時

に
翻
訳
出
版
を
決
意
し
て
暫
く
放
置
し
て
い
た

訳
文
の
見
直
し
を
始
め
、
新
た
に
「
街
」、「
静
」、

「
看
虹
録
」
の
三
篇
を
追
加
し
ま
し
た
。
沈
従

文
の
文
章
は
文
白
混
淆
で
、
語
法
不
正
確
、
湘

西
方
言
の
混
じ
っ
た
難
読
な
も
の
で
す
か
ら
、

七
十
項
目
近
い
不
明
箇
所
に
つ
い
て
は
沈
龍
朱

氏
に
メ
ー
ル
で
お
教
え
を
請
い
ま
し
た
。
氏
は

弟
の
虎
雛
氏
と
相
談
し
な
が
ら
、
時
に
は
イ
ラ

ス
ト
を
描
い
て
毎
回
誠
実
且
つ
詳
細
に
返
信
を

下
さ
い
ま
し
た
。
史
有
為
、
糜
華
菱
、
佐
藤
保

先
生
に
も
お
教
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

『
辺
境
か
ら
訪
れ
る
愛
の
物
語
』
と
い
う
些
か

気
恥
ず
か
し
い
書
名
は
、
中
国
文
学
関
係
者
だ

け
で
な
く
一
般
の
読
者
を
取
り
込
も
う
と
い
う

若
手
編
集
者
の
意
見
に
従
い
ま
し
た
。
で
き
る

だ
け
平
易
な
読
み
易
い
訳
文
を
心
が
け
ま
し
た

が
、
割
注
が
長
す
ぎ
る
と
の
指
摘
も
受
け
て
い

ま
す
。
と
も
あ
れ
本
書
が
沈
従
文
の
人
と
作
品

に
つ
い
て
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

大
変
嬉
し
い
で
す
し
、
皆
様
の
御
指
正
を
賜
れ

ば
幸
い
で
す
。




